
2011～2012年度 No.1

　第 　 1　　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

○ 大石地区ガバナー × 阿久津第１副地区ガバナー × 鈴木第２副地区ガバナー

○  L　村木 秀之　 委員長 ○  L　中島 進　  副委員長 ○  L  坪谷 茂     副委員長

○  L  柿下 英男 副委員長 ○  L　遠山 俊男 副委員長 ○  L　阿部 かな子   委員

×  L　竹井 由紀子  委員 ○  L　内海 憲市     委員 ○  L　鹿野 祥誠      委員

○  L　高根澤 輝之  委員 ○  L　高橋 千善     委員 ○  L　高橋 昌幸      委員

×  L　高足 明夫　   委員

○  Ｌ 戸部　研一 　副幹事
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2 資料の確認

3 議事録作成者の指名

4 ガバナー挨拶

5 委員長挨拶

6
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9 キャビネットからの連絡事項
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①

灯を消さないようにしていきたい。

その為の支援プロジェクトとして「東北支援チャリティーコンサート」の開催をしたい。

これは東北地区で被災され、仮説住宅や避難所等に住むお年寄りを中心に癒しと

大石ガバナーより震災孤児に対する支援と、公益法人化の件について話がありま

した。

東日本大震災東北支援活動企画

担当副委員長 坪谷Ｌより概要説明 

ライオンズクラブとして出来る事は何かを考え、330-Ａ地区のメンバーに対し支援の

　出席オブザーバー

緊急対策委員会

次　　　第

 L　　　　村木 秀之

出席委員全員の自己紹介を行う。

閉会の言葉

議　　　題

この案件にそって今後の議事を進めていくとのことを委員全員が確認した。

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ 坪谷 茂

開会の言葉

委員会メンバー自己紹介

　２０１１年　 8月　11日　　水曜日　　　　　15時　45分　～　17時　30分

キャビネット事務局会議室

出　席　者

審議経過事項の概要

村木委員長よりキャビネット会議に提出案件したものについての説明があり、

今期の委員会活動について概略説明

委員会の活動について委員長より説明

今後の委員会スケジュールについて



議　　　題

コンサートを展開するにあたり、東北地方とのリレーションシップを図り、迅速な情

② 災害対応に対する「手話」の活用について

今回の東日本大震災に際し、池袋で実体験したが、緊急避難誘導を行った際に、

聴覚障害者対応を行ったが中々対応が難しかった経緯がある。

そのためライオンズメンバーに対して「手話」の普及を行いたい。

③ ＡＥＤ上級救命講習会の実施について

前期よりの継続事業として、ＡＥＤ上級救命講習会を行っていく上で、各消防署及び

消防団と連携をとり講習会を開催する。その際、上記「手話」の講習会も同時に行う。

④ 緊急対策に関する関東地区震災対応など

緊急対策に対し、関東地方に大震災が発生した場合を予測した被災地の立場とし

てのライオンズクラブの対応を考えるとともに、330-Ａ地区が出来る事を考えて募

金箱の手配や、街頭募金の為の道路使用許可などの情報整理等の対策マニュ

アルの構築等を行っていく。

戸部副幹事より10月16日ライオンズデーに対する協力をお願いされた。

作　成　者

のバスの手配、お土産等も渡したい。その為の資金調達として東京にて同じ規模

元気を与える事が出来たらとの思いで、仙台市内の大ホールにてチャリティーコン

サートを実施したい。コンサートは被災されたお年寄りを中心に無料招待し、送迎

でコンサートを行い、資金調達を行う。

報伝達手法を構築する。

No.2

審議経過事項の概要

次回開催日時
　　　　　　場所

　2011年　9月　6日　火曜日　　　15時　00分　～　17時　00分

　ルノアール会議室

　Ｌ　中島 進


